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IMF 予測、成長率「前年水準比」上振れ国増加 

独・メキシコ・韓国・米国・豪州など、株価や通貨の先高に 

 
 IMF による最新の世界成長率見通しでは実質 GDP

成長率（年間の変化率）について、2026 年は「前年

水準比での上振れ国」が増加となっている。前年の

関税混乱の反動などもあり、ドイツ、メキシコ、韓

国、フィリピン、米国、豪州などで、前年成長率か

らのプラス幅拡大が見込まれている。各国の株価や

関連通貨に関して、先高余地が注目されそうだ。世

界全体は 3年連続の＋3.3％と安定化の予測で、過去

実績に沿えば先進国株や外需依存度の高い日経平均

株価、対日株式投資にプラスの影響が想定される。 

 
世界安定、先進国株・日経平均・対日投資支援 
 

「2026 年の米国経済は、減税や企業投資での税制

優遇措置、利下げなどが追い風となる」、「欧州経済

はアイルランドやスペインなどの好調さや、ドイツ

を始めとした公共支出の増加などで安定推移が見込

まれる」、「中国は 2 年にわたって実施予定の財政刺

激策や、融資の後押し政策、米国との貿易休戦など

で、見通しが上方修正されている」――。 

IMF は最新の世界経済見通しで、このような前向

き予測を行っている。国別では実質 GDP 成長率（年

間の変化率）について、2026 年は「前年水準比での

上振れ国」が増加となっている。前年の関税混乱等

からの反動や各国での政策対応、資源エネルギー価

格の下落等によるインフレ上昇圧力の緩和などを受

けたものだ。こうした上振れ国は株価や対円での関

連通貨に関して、現状からの先高余地が注目されそ

うだ。 

具体的に主要国での前年成長率比・上振れ上位に

は、ドイツの＋0.9％（2025 年見込み＋0.2％→2026

年予測＋1.1％、以下同）、メキシコの＋0.9％（＋

0.6％→＋1.5％）、韓国の＋0.9％（＋1.0％→＋

1.9％）、フィリピンの＋0.5％（＋5.1％→＋5.6％）、

米国の＋0.3％（＋2.1％→＋2.4％）、豪州の＋0.2％

（＋1.9％→＋2.1％）などがある。 

一方で日本は 2025 年の＋1.1％から、2026 年予測

は＋0.7％と－0.4％の下振れ見通しだ。しかも日本

の 2026 年予測＋0.7％は主要 30 カ国の中で、イタリ

アの＋0.7％と並ぶ最下位の成長率となっている。実

質 GDP はインフレが調整されており、日本は物価高

で過度に数字が押し下げられている側面は無視でき

ない。それでも各国ともに物価の高止まりや下げ渋

りは続いており、同じ条件での日本の相対劣勢は、

日本勢による外国株式投資の後押しや、為替相場で

の対円での「成長上振れ通貨」上昇（クロス円やド

ル/円での外貨高・円安）の要因となる。 

IMF の 2026 年見通しでは、世界全体の実質 GDP 成

長率が＋3.3％となっている。2024 年から 3 年連続

での＋3.3％と安定化の予測で、しかも統計のある

1980 年以降、約 46 年の長期平均が同じ＋3.3％とな

っている。今年は「巡航速度ペース」での適温予想

だ。過去実績に沿えば、先進国株や日本株市場で外

需依存度の高い日経平均株価のほか、外国人投資家

による対日株式投資にプラスの影響が想定される。 

世界の機関投資家が参考にする MSCI 先進国株指

数（ドルべース）では、今年の世界成長率予測のよ

うな＋3.3％前後や、前年水準比横這いの平時安定ケ

ースで、一定程度の株高が連動観測されてきた。暦

年の年間高値でいえば、前年末 12 月末終値との比較

で、＋20％から＋30％は上昇となる相場循環が見ら

れている（年間高値÷前年末値）。 

最近では今年と同じ＋3.3％成長見込みである昨

年 2025 年が＋20.8％となったほか、2024 年が＋

21.8％、2023 年が＋22.3％となっている。コロナ前

では＋3.0％成長時の 2019 年に＋25.8％、＋3.8％成

長時の 2017 年に＋20.6％、＋3.4％成長時の 2013

年に＋24.1％となってきた。＋3％前後の世界成長時

には、＋20％前後の株高実績が目立っている。 

 
クロス円やドル/円、年間高値は前年末比が参考 
 
世界経済と外需の影響度が大きい日経平均株価も、

世界成長の安定局面では一定のプラス実績があり、

反対に下落率は抑制されてきた。年間高値の前年末

値との比較では、年間高値が＋20％から＋40％の上

昇、下落率は下げ幅が大きいケースで－20％から－

30％前後となっている。 

今年の場合、参考基準となる昨年 12 月末の終値は

5 万 0339 円となっていた。年間高値でいえば前年末

値比＋20％で 6 万円超え、＋40％で 7万円超えとい

う計算になる。反対に年間安値については、前年末

値－20％と下落率が大きくなる場合、4 万円方向が

下値メドになる。 

為替相場では 2026 年に成長上振れが予測されて

いるドイツについて、関係するユーロはすでに昨年

から対円で過去最高値を更新してきた。ユーロ/円の

暦年・年間ユーロ高値については、現在のようなユ

ーロ高・円安局面にある場合、前年末値比・変化幅

で＋10 円幅から＋20 円幅の前後は上昇となるパタ

ーンが繰り返されている（年間高値－前年末値）。 

その点、今年の年間ユーロ高値で参考になる昨年

末 12 月末の終値は、184.06 円前後となっている。

単純に＋10 円幅で 194 円超え、＋20 円幅で 204 円超

え方向という可能性は非現実的でない。 

ちなみにユーロ/円の「年間高値－前年末終値」変
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化幅は、最近の実績で昨年 2025 年が＋22.1 円、2024

年が＋19.6 円、2023 年が＋24.0 円、2022 年が＋17.4

円、2021 年が＋7.8 円などとなっている。一方で今

年のような前年のユーロ大幅高の翌年には、2014 年

に＋4.7 円、2008 年に＋7.0 円、2004 年に＋6.6 円

といった上げ渋りケースが見られている。 

それでも昨年末値 184.06 円前後を基準にすると、

低め見積もりの＋3 円で 187 円超え、＋5 円で 189

円方向への上昇余地は残されている（昨年の年間ユ

ーロ高値は 185.01 円前後）。 

豪ドル/円の年間豪ドル高値は、同様の前年末値比

で＋6 円から＋15 円前後の上昇実績が見られてきた。

最近では 2025 年が＋7.9 円、2024 年が＋13.1 円、

2023 年が＋9.3 円、2022 年が＋14.7 円、2021 年が

＋6.8 円などとなっている。コロナ前後での上げ渋

り局面では、2020 年と 2019 年が＋3.5 円となってい

た。 

今年の年間豪ドル高値で参考になる昨年末 12 月

末の終値は 104.63 円前後となっていた。＋6円では

110 円超え、＋15 円では 119 円超えがメドになり、

低め見積もりの＋3.5 円では 108 円超えという計算

になる（昨年の年間豪ドル高値は 105.22 円前後）。 

ドル/円の年間ドル高値も、前年末 12 月末の終値

からの乖離幅が参考メドとして注目される。「年間ド

ル高値－前年末終値」の値幅については、昨年 2025

年が＋2 円、2024 年が＋21 円、2023 年が＋21 円、

2023 年が＋37 円、2021 年が＋12 円、2020 年が＋4

円などとなってきた。 

現在の高市トレードのように、日本の政治・政策

期待でドル高・円安が進展したアベノミクス相場で

は、2012 年が＋10 円、2013 年が＋19 円、2014 年が

＋17 円、2015 年が＋6 円となっている。 

今年の場合、参考の基準メドとなる昨年 12 月末の

終値は 156.83 円前後となっていた。低め見積もりの

＋4円で160円超え、＋6円で162円超えとなるほか、

＋10 円で 166 円、＋12 円で 168 円、＋15 円で 171

円、＋20 円で 176 円という計算になる。 
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ＩＭＦ暦年統計；世界の実質ＧＤＰ成長率・前年比（２０２５－２７年は推計と予測）

暦年のＭＳＣＩ先進国株指数；年間高値÷前年末の終値・騰落率

※平時での株価上昇率は最大＋２０％から＋３０％前後の傾向

ＭＳＣＩ（左軸） 世界成長率の変化幅（右軸）

※世界成長

安定予測

※↑

株高余地

連動相関性
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ＩＭＦ暦年統計；世界の実質ＧＤＰ成長率・前年比（２０２５－２７年は推計と予測）

前年比の前年水準比変化幅、財務省；対内株式投資・暦年の年間ネット売買合計

※世界成長の安定時には対内株式投資が増加の傾向

対内株式投資（左軸） 世界成長率の変化幅（右軸）

※世界成長率は

安定予測

※↑

※対内株式投資

増加余地

↑※

↑世界成長改善↑

↑対内投資増↑

↓世界成長悪化↓

↓対内投資減↓

日本株

↑買い越し↑

↓売り越し↓

連動

相関性
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ＩＭＦ暦年統計；世界の実質ＧＤＰ成長率・前年比（２０２５－２７年は推計と予測）

暦年の日経平均株価；年間高値÷前年末の終値、年間安値÷前年末の終値

※世界安定時の株価上昇率は最大＋２０％から＋４０％、下落率は－２０％前後

年間高値÷前年末値（左軸） 年間安値÷前年末値（左軸） 世界成長率（右軸）

※世界成長は

安定予測

↑
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ドル／円、ユーロ／円、豪ドル／円

暦年；年間の各通貨高値－前年末終値の変化幅

※各通貨の上昇局面では前年末比＋１０円から＋２０円前後は上昇の傾向

ドル／円 豪ドル／円 ユーロ／円

※各通貨の上昇と

円安の余地焦点

※↑
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